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21。 津波見脊椎動物化石群

地 域

交 通

地形図

南高来郡加津佐町津波見海岸

県営バス 津波見下車

ロノ津 (1/50,000)

有明海南部周辺, とりわけ島原半島南部に分布するロノ津層群

(新生代 更新世早期 )は従来哺乳動物化石を多産 していて, とく
に旧象化石を含むことでは日本における有数の地層であるcし かし,
これまでに得られた標本は偶然漁網によって得られたか,偶然に海
岸から拾われたものが大部分で,産出層のわからないものが多く,
その学術的価値は半減 していた。1964年 に発見された加津佐町津波

見海岸の本層群に包含される脊椎動物化石層には,豊富な哺乳動物
化石を含み,そ れは日本の第四紀地史を解明する上で重要であるこ

とがわかってきた。

津波見脊椎動物化石層  津波見でバスを降り,小浜の方へ向っ
て歩 くと,国道に沿って細長くロノ津層群の小露出がみられる。沖
合いには奇岩――キノコ岩 (岸信介元首相の頭部に酷似 した形を

している)がみえる。脊椎動物化石包含層は津波見橋図 l⑥から約
100m小浜よりの海岸に存在する。現場⑤は満潮時には海水面下に

没し,千潮時には沖合いに40mの幅をもって露出する。南串山層か
らもたらされた複輝石安山岩の大きな転石が散在している。地層の

平均走向はNE― SWで ,南へ 3～ 5°傾斜する。堆積物は青灰色

泥,黄褐色細粒～粗粒砂を主とし,上部は火山角れき岩・集塊岩
(南串山層)①により被覆されている。これら火山角れき岩の直下
には, 上半部に海生貝化石層 (2枚 )を扶在した中粒～粗粒砂層お

よび層灰岩がみられ (津波見貝化石層),スπαttπ 5%″α%θの
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図1 加津佐町津波見付近の地質概略
図 (道路およ孵 線は日研日44

年の国道改修前のものである)
1.南串山層 2.北有馬層 3。大
屋層 4。本醐舛授ゴ 5。貝化石

6.脊椎動物化石 7.断層 8。走

向酬

ヤ ラ),S妙鶴 ′″θπグδα (エ ゴノ

(シ ナサ ワグル ミ),S妙鶴 Cf.

sα′θ
"グ
(サ トウガイ), 4ηθπ勿

α滋4″勿π(ナ ミマガシワガイ),

乃滋ελ滋崎 s〕邸 Zグ , 0′πα

凌zwルπθノ′θ路 (ィ タボガキ )

などで特徴づけられる貝化石を産

する。これらの貝化石層はロノ津

層群の主分布地域の加津佐町北方

や北有馬町の北有馬層最下部の貝

層に一連のものである。貝層の下

位には砂管の発達する粗粒砂層が

くる (以上,北有馬層 )。 さらに

下位には淡水性貝化石である

のあたπ″ ノ″θπグ6α (ヤマ トシジ

ミ)や植物遺体 (幹 ,果 ;葉 )

〔P“α力θガ厖グ(オ オバラモミ),
Pたθα bグθθわγ (ィ ラモミ),

2物笏 ル雰グθπ (ア カマツ),

助
“
夕θ′グル (ハ リモ ミ),山 ―

燃 θσ%θ滋 (メ タセコイア),

νυπb αzαttπθんグ(セ ンダン),
S″πα″α ttρπαルわλα (ヒ メシ

キ),ルη
“
ηtt Cf・ ″′グππκ

πた短¨    (コ ミエゴノキ),

助 郷 θππα″ (ブナ)〕 を含む青灰色泥岩層,凝灰質砂層がくる。

⑤ (大屋層上部) 脊椎動物化石層は約3mの層厚でこれらの泥
岩層中に爽在されており, それは岩相により5層 に識別される。こ

の中には複輝石安山岩の円れきや火山灰層 (40Cm)があり,動物化

石を最も多く産する。これらの泥岩層の分布の北部は東西性の北落

ち断層により断ち切られ,南串山層②に接する。動物化石の産状を

注意してみると,南東から北西方の方向で,約10mの幅で分布・配
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列しているのがわかる。この方向は付近の砂層中に発達する斜交層

理から推定される古水流に平行であり, さらにロノ津層群全体に卓

越する古水流にほぼ調和している。このことは動物が死後,水流に

よって運搬され, この一帯に堆積したことを示唆している。また現

地1生のものと思われる両殻のそろったシジミ員の存在や,エ イの化

石,陸生動物の存在から考えると, この化石層は海岸にそった汽水
域の環境下に堆積したものと思われる。

津波見脊椎動物化石群  津波見脊椎動物化石層からは oη郷
(Depeπ′グ″  sヵル%みα″πsな   (シマバラムカシジカ), cθη郷
(2郷″ わ倣吻%θ餐お  (キ ュゥシュゥサンバー), Cθη郷
αレ湖  2ρθ%た第  (二 ソヽポンチタール), stegOあπ sp.(ス テ
ゴドン象), rγtottμ ttzzκθπSた  (カ ズサスッポン),CJθπtts
sp。 (イ シガメ),   C“εθめ花滋θ gen.sp.indet.(ヮ ニ), エイ
やマス科の魚化石を産した。これらの動物群の中で鹿類が豊富で,

前 2者は中国大陸の更新統早期 (ビ ィラフィランカ期)の泥河湾

(ニ ホワン)層や,愉社統のものに近縁である。また二、ソポンチタ
ールは現在南方に生存しているチタール Cカグ協ノ〔&η郷 的 υ
笏な〕 と同類であるが, ジャワのピテカントロプスなどの化石人
類を産した更新世中期の Trinil層 の同属鹿の先祖型であるとみなさ

れる形態をもっているcお そらくギュンツ氷期のような寒冷期に南
下移動したものだろう。津波見脊椎動物化石群はその構成種からみ

て, メタセコイア植物群にともなう大阪層群の明石層の明石動物群

2確断cθグθπ (パラステゴドン)動物群の西への延長を示すもの

である。また両層の脊椎動物化石層は, ともに近接した層準に乃 _

″εttπメ 邸ゝ 紹グ (ャ グラニシキ)で特徴づけられる海成層
を伴なうが, これは回ノ津層群と大阪層群の対比を考える上で, き

わめて重要である。厚い海成層からなる北有馬層は,海成粘土層を
ひんぱんにはさみ,寒暖のオッシレーションがひんばんとなる大阪
層群上部に対比される。

ロノ津町早崎の玄武岩下の砂れき層 (大屋層最下部)か らは,
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1篠

磐賓魯警言虐「
び火山角

2.白 色,淡褐色シル ト岩
4.8。 中粒～粗粒砂岩 (多
くの貝化石を含む )
5。 7.細粒砂の薄層をはさ
む淡褐色シル ト岩
6。 細粒～中粒砂岩
9.多 くの砂管 (sand pipe)
を含む中粒～粗粒砂岩 (以
上,北有馬層 )
10.12.多 くの植物遺体を含
む淡青色塊状シル ト岩
11.粗粒砂岩
13.淡褐色凝灰質砂岩
14.多 くの脊椎動物,淡 水生
貝,植物遺体を含む塊状青
灰色泥岩

(以上,大屋層 )

図2 加津佐町津波見海岸における国ノ津層群の柱状図

Stcgοあπ θπθπ″Jな  (東洋象)を 産 したが, これは日本におけ
る最古の東洋象ということになる。また北有馬層からは CElcかL“
SpO"を 産 した。以上の動物群はドナウ氷期からドナウ・ギュンツ
間氷期に対馬陸橋にそって渡来 し,地理的に大陸に近接する西日本
に栄えたものであろう。当時,有明海南部一帯は小河川が流入する
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津波見産脊椎動物化石 (主なもののみ)(大塚,1966～ 69よ り転載 )
&η郷 クレリ メ

"θ

π″雰 (ニ ッポンチタール)の角
αη雰 (Depc″′の sヵ物π物 な (シマバラムカシジカ)の角
および下顎骨
3.Oη 郷 傑編の わ靱磁πι餐た (キ ュウシュウサンバー)の角
4.ho4ガ ル 郷ιηsお (ヵ ズサスッポン)の肩甲骨および骨盤
5。 磁 %多メ sp.(ィ シガメ)の背甲および腹甲
6.Oθθθの滋滋θ (ワ ニ)の歯

図

１

２
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湖が拡がり, その周辺にはブナ,モ ミノキ,セ ンダン,メ タセコイ
アなどが生い繁げり, これらの動物群にとっては別天地であったろ

う。

島原半島南部における層序

沖積層・砂丘砂

不 整 合  ル～―
大 江 層  

―
不 整 合  

―中位段丘れき層

不 整 合  
―竜石層 (雲仙泥流 )

不 整 合  
―南串山層 〔玄武岩類〕

(複輝石安山岩溶岩および

その砕暦物 )200～ 300m

整 合

ロ

ノ

津

層

群

―ヽ一 いυ↑υ―̂  不整合
古第二紀層

北有馬層′

(海成層)200～ 300m

(大塚 裕之.)

奄昴『 ( 刺 )
〔玄武岩,角せん石安山岩類〕
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